
昭和63年４月２日から
平成18年４月１日までに生まれた方。

4月18日（火）
～

6月12日（月）
4月18日（火）

4月18日（火）

4月28日（金）

8月4日（金）

7月9日（日）

9月17日（日）

6月18日（日）

9月24日（日）

8月上旬及び　
8月中旬～下旬

10月中旬及び　
10月下旬～11月上旬

7月上旬及び　
7月中旬～8月上旬

10月上旬及び　
10月中旬～下旬

7月14日（金）
～

8月28日（月）

4月28日（金）
～

5月25日（木）

8月4日（金）
～

9月1日（金）

①昭和59年４月２日から平成14年4月1日までに生まれた方。
②平成14年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業した方
又は令和６年３月31日までに卒業見込みの方（人事委員会が同等と認める方を含む。）。

平成14年４月２日から平成18年４月１日までに生まれた方。ただし、学校教育法による大学（短期大学を除く。）を
卒業した方又は令和６年３月31日までに卒業見込みの方（人事委員会が同等と認める方を含む。）は受験できません。

学校教育法による大学（人事委員会が同等と認める方を含む。短期大学を除く。）
を卒業した方又は令和6年3月31日までに卒業見込みの方。

試験区分・受験資格

s



令 和 ５ 年

山形県警察

運営の指針

県民の
安全安心の確保
変容する社会への
的確な対応

1.2
3.4
5
6
7
8
9.10
11.12
13
14

犯人を検挙して事件を解決するこ

様々な最前線へ

犯罪を
予防するための
取組の強化
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県から警察庁へ出向し、オールジャパンの精神で警察組織全体の課題に対応すること、県庁に
勤務し、自治体の中で警察官としての知識、技能を行政にいかすこと、他の都道府県警察との
人事交流を行うことを通して多くの経験を積み、スキルアップを図ることができます。
令和４年４月現在、45名の警察官が警察庁や外務省、自治体等で勤務しています。

山形から最前線へ
山形県警察から世界にチャレンジ！！

サイバー空間
の最前線へ
デスクから、世界に繋がるサイバー
空間での犯罪捜査の広さ!!

在外公館勤務で感じたことを
教えて下さい。
私は、約３年間、外務省に出向し、在ドイ
ツ日本大使館で勤務しました。世界各国
の大使館や総領事館で外交官として仕
事をします。主に、大使館の警備、邦人
が関係する事件事故の対応、現地の治
安情報の収集・発信など、様々な現場の
最前線を経験しました。現地の警察官と
協力して行う業務も多く、普段からドイツ
警察の警察官と交流もしていました。治
安のプロとして自らの使命に全身全霊を
かける姿は日本もドイツも同じであり、言
葉を超え、同じ警察官として想いを共有
できた経験は、私の貴重な財産になりま
した。現在は、山形県警察官として、こ
の経験により培った広い視野と人脈をい
かし、多様化・広域化する犯罪から山形
を守っています。

サイバー犯罪捜査について教えて下さい。
近年、深刻化するサイバー空間における脅威に対し、
山形県警察でも官民一体となった様々な取組を行って
います。学生に身近な面でいうと、大学生等サイバーパ
トローラーをご存じでしょうか。インターネットを利用し
ていた際に、発見した違法・有害情報を提供いただき、
サイバー犯罪捜査にいかすものとなります。
どんな事件でも、小さな端緒情報から捜査が始まります。
山形県警察においても県内はもちろん、必要とあれば
遠くは九州まで出向き、サイバー犯罪の捜査を尽くしま
す。フィールドは、犯人がそこにいる限り、全国にまた
がります。デジタル技術の活用が加速し、より高度化す
るサイバー空間の脅威に対処できるよう、山形県警察
においても、日々総力を挙げて、取り組んでいます。

令和３年度に山形県警察を代表して、
警視庁に派遣。１年間、首都東京で
のサイバー犯罪捜査に従事した。
最前線で犯罪捜査の技術を磨き、山
形県警察に帰ってきた今、日々巧妙
化するサイバー空間の脅威に立ち向
かうことに奔走中。

警察庁に出向して国際捜査を担当
していた際に、在外公館勤務に挑
戦。海外赴任には家族の理解もあ
り、家族全員で語学を学んだ。初め
ての海外生活で、言葉や文化の違
いに戸惑いながら、家族と過ごす
時間の大切さを実感。

14 名

2 名

5 名

13 名

9 名

2 名
R４.４現在

的確
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206

令和
4年度

約22万円

約63万円

約52万円

約18万円

約25万円

約108万円

約27万円

約126万円

約32万円

約151万円

約100万円

約23万円

約125万円

約27万円

約149万円

約31万円

10.2%
206名

99.1% 32.7%
令和
3年度

令和
3年度

等

母子保健検診休暇

育児休業
満３歳になる前日まで
２回まで取得可能

育児休業
子の出生日から57日以内に２回、以降満３歳になる
前日までに２回の合計４回育児休業が取得可能

病気等で看護が必要な小
学生以下の子を世話する
ため（１年度５日、当該子
が複数の場合１０日）

育児参加のための休暇
（産後１年以内に５日間
取得可能）
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入校式 職務質問

通常点検 炊飯訓練

救急法訓練 警備訓練

交通規制 卒業式

陶芸体験 剣道

OA教養

警察行政法 犯罪捜査
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